
橘
祥
朗
市
議
は
、
６
月
15
日
会
派

を
代
表
し
て
質
問
に
立
ち
、
、
１
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
２
原
発
、
３
新

庁
舎
、
４
加
齢
性
難
聴
者
対
策
を
質

し
ま
し
た
。

橘
市
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
対
応
に
当
た
っ
た
、
医
療
現
場
な

ど
の
関
係
者
に
敬
意
を
表
す
と
と
も

に
、
今
回
感
染
は
17
人
で
と
ど
ま
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
第
二
波
な
ど
に

備
え
る
た
め
、
現
在
ま
で
の
総
括
と

今
後
の
重
点
対
策
を
問
い
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
検
査
体
制
の
拡
充
、

医
療
や
介
護
の
現
場
の
資
材
確
保
や

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
対
策
、
病
院
経
営

の
悪
化
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
等

を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
現
場
は
、
３
密
を
避

け
る
に
は
１
ク
ラ
ス
20
人
ま
で
が
限

度
と
指
摘
。
空
き
教
室
の
利
用
や
、

何
よ
り
も
教
員
確
保
、
保
育
所
や
幼

稚
園
で
の
安
心
・
安
全
の
対
応
、
加

え
て
、
来
年
度
の
高
校
入
試
の
対
応

を
問
い
ま
し
た
。

松
浦
正
敬
市
長
は
、
関
係
者
や
市

民
の
協
力
で
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
が
で

き
た
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、
保
健
所

機
能
の
強
化
、
検
査
体
制
の
拡
充
と

医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
重
点
と
す

る
事
。
ま
た
、
小
塚
豊
健
康
部
長
は
、

検
査
体
制
の
倍
増
、
医
療
現
場
の
衛

生
・
感
染
防
止
資
材
は
国
が
一
括
購

入
し
県
が
配
布
す
る
仕
組
み
で
あ
る

が
、
市
も
協
力
す
る
こ
と
。
病
院
経

営
の
実
態
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
す

る
な
ど
答
弁
し
ま
し
た
。

大
谷
副
教
育
長
は
、
教
室
の
確
保

な
ど
、
物
理
的
に
困
難
だ
が
、
衛
生

面
な
ど
３
密
対
策
を
行
う
。
国
・
県

に
対
し
て
学
級
編
成
や
教
員
定
数
の

基
準
見
直
し
を
求
め
る
。
受
験
生
の

不
安
に
配
慮
す
る
な
ど
答
弁
し
ま
し

た
。
（
※
経
済
対
策
は
２
面
に
）

橘
市
議
は
、
「
党
市
議
団
は
、
現

庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
災
害
に
備

え
、
耐
震
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
果
た
す
新
庁
舎
は
必
要
と
考
え
て

議
論
に
参
加
し
て
き
た
。
し
か
し
、

住
民
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
は
不
十
分
と
考
え
、
中
間
的
な

市
民
向
け
の
説
明
会
や
、
30
億
円
増

額
時
も
丁
寧
な
説
明
が
必
要
と
発
言

し
て
き
た
」
と
経
過
を
述
べ
、
「
市

役
所
は
市
民
の
財
産
で
あ
り
、
行
政

だ
け
の
財
産
で
は
な
い
。
建
設
は
、

市
民
の
合
意
、
納
得
、
信
頼
の
構
築

の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
」
と
主

張
。続

け
て
、
「
感
染
症
へ
の
対
応
を

考
え
る
と
、
集
中
し
た
市
役
所
が
感

染
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
場
合
が
あ

る
、
分
散
し
て
対
応
す
る
こ
と
も
必

要
。
新
庁
舎
内
部
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の

見
直
し
、
分
散
対
応
の
た
め
支
所
の

維
持
や
活
用
な
ど
新
た
な
検
討
が
必

要
」
と
指
摘
。
ま
た
、
「
予
算
は
コ

ロ
ナ
禍
の
市
民
生
活
や
経
済
活
動
の

復
興
が
優
先
と
の
思
い
は
市
民
の
中

に
あ
る
」
、
と
述
べ
て
、
市
長
の
見

解
を
問
い
ま
し
た
。

松
浦
市
長
は
「
市
役
所
が
市
民
の

の
財
産
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
た
こ
と

は
な
い
。
議
会
の
議
論
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
市

民
の
声
を
聴
く
よ
う
に
努
め
て
き
た
」

「
２
月
に
は
工
事
予
算
が
議
会
で
議

決
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
来
た
の
は
議

会
や
多
く
の
市
民
の
理
解
が
あ
っ
た

か
ら
」
「
29
か
所
で
の
地
域
説
明
会

な
ど
、
今
後
も
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
く
、
事
業
費
は
計
画

的
に
進
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
も

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
」
な
ど
答

弁
。山

内
政
司
財
政
部
長
は
「
窓
口
の

集
約
で
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
こ

と
が
目
的
。
災
害
時
に
は
、
本
庁
以

外
の
施
設
も
活
用
す
る
。
新
庁
舎
で

は
共
用
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
窓
口
分

散
化
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
が
可
能
」

と
答
弁
。
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検
査
体
制
と
医
療
現
場
に
重
点
を

教
員
増
や
し
、
少
人
数
学
級
を

共
産
党
県
議
団
が
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
一
斉
宣
伝

コ
ロ
ナ
禍
で
、
新
た

に
解
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
島
根
原
発

が
い
よ
い
よ
過
去
の

も
の
に
。
田
中
は
じ

め
市
議
が
語
り
ま
す
。
原
発
は
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
の
典
型
的

な
施
設
で
、
三
千
人
も
の
作
業

員
が
今
で
も
働
い
て
い
ま
す
。

集
団
感
染
の
危
険
性
と
、
事
故

が
あ
れ
ば
避
難
の
バ
ス
も
避
難

所
も
３
密
で
す
。
感
染
症
と
生

き
る
社
会
に
原
発
は
共
存
で
き

な
い
。
虚
偽
報
告
の
中
電
に
原

発
運
営
の
資
格
な
し
と
。
そ
の

通
り
で
す
ね
▼
避
難
所
と
い
え

ば
、
梅
雨
に
入
り
水
害
の
危
険

性
が
増
し
て
き
ま
す
。
今
の
雑

魚
寝
の
避
難
所
ス
タ
イ
ル
は
、

１
０
０
年
前
の
関
東
大
震
災
の

こ
ろ
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
導
入
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
温
か
い

食
事
、
清
潔
な
ト
イ
レ
な
ど
避

難
所
の
改
善
す
べ
き
内
容
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
３
密
を
防
ぐ
た
め
に
、

分
散
し
た
避
難
の
あ
り
方
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
松
江
市
は
、
自

宅
で
留
ま
る
か
親
戚
や
友
人
宅

へ
の
避
難
も
検
討
し
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
大
切
で
す
が
、
何
よ
り
も
急

ぐ
の
は
、
行
政
が
数
多
く
の
避

難
先
を
確
保
し
公
開
す
る
こ
と

で
す
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
や
公
共

施
設
な
ど
思
い
切
っ
て
増
や
す

こ
と
。
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・
体

温
計
・
除
菌
シ
ー
ト
な
ど
も
、

行
政
で
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
た

の
か
、
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
市

民
の
安
全
を
守
る
の
は
、
ま
ず

行
政
の
役
割
り
で
す
。
（
和
）

新型コロナ感染症対策

第二波に備えて、万全を

橘祥朗市議が代表質問

代表質問を行う橘祥朗市議

19
日
、
日
本
共
産
党
県
議
団
の
尾

村
利
成
・
大
国
陽
介
県
議
団
は
、
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
一
斉
宣
伝
を
京
橋
で
行

い
ま
し
た
。
岩
田
剛
東
部
地
区
委
員

長
と
共
に
、
昼
休
憩
の
時
間
帯
で
、

京
橋
を
行
き
交
う
人
々
に
向
け
て
訴

え
ま
し
た
。

県
議
団
は
、
国
政
問
題
で
河
井
法

相
と
妻
の
案
里
参
院
議
員
が
、
公
職

選
挙
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
「
安
倍

首
相
に
は
河
井
氏
を
法
務
大
臣
に
据

え
た
任
命
責
任
が
あ
り
、
昨
年
の
参

院
選
で
自
民
党
本
部
か
ら
１
億
５
千

万
円
も
の
巨
額
の
資
金
が
提
供
さ
れ
、

そ
れ
が
買
収
資
金
に
使
わ
れ
た
疑
い

が
あ
る
。
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、

自
民
党
総
裁
と
し
て
二
重
の
重
大
な

責
任
が
問
わ
れ
る
。
国
会
で
の
徹
底

し
た
真
相
解
明
を
要
求
す
る
」
と
力

を
込
め
ま
し
た
。

次
に
県
議
団
は
、
開
会
中
の
６
月

県
議
会
の
質
問
で
取
り
上
げ
た
内
容

を
紹
介
し
ま
し
た
。
尾
村
県
議
は

「
憲
法
29
条
は
財
産
権
を
規
定
し
て

お
り
、
公
共
の
た
め
に
私
有
財
産
を

制
限
す
る
場
合
は
、
正
当
な
補
償
が

必
要
で
あ
る
と
定
め
て
お
り
、
国
が

継
続
的
な
補
償
を
行
う
こ
と
は
当
然

で
あ
る
。
県
政
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
憲
法
の
理
念
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
こ
と
の
決
意
を
知
事
に
質
し

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

中国ブロック一斉宣伝を行う
尾村・大国県議と岩田地区委員長

市
役
所
は
市
民
共
有
の
財
産
、

合
意
と
納
得
・
信
頼
の
も
と
で


